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１．2050年に向けた北陸電力グループの将来像 1

2021.4.28プレスリリース
「2050年に向けた北陸電力グループの将来像およびロードマップ」
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２．次世代スマートメーターの活用 2

• 次世代スマートメーターにより得られたデータをレジリエンスの強化，需給安定化，脱炭素化および
需要家利益の拡大等，社会便益の増大と効率的な設備形成・運用に資するツールとして活用します。

• また，他の事業者からのデータ活用ニーズも高まっていることから，新たなビジネスモデルの構築に
資するよう，データ提供サービスも行っていきます。

電力レジリエンスの強化

系統全体の需給安定化

再エネ普及・脱炭素化

効率化・需要家利益向上

スマートメーター・データ活用◆自治体への停電情報提供
（自治体等と連携した停電復旧）

◆分岐線断線・隠れ停電の早期発見
（停電時間の短縮）

◆５分値を活用した高圧電圧の
監視・制御

（電圧制御の高度化）

◆出力予測・実績推定の精度向上
（出力抑制の低減）

◆実測データを活用した設備形成
（設備投資の抑制）
◆ガス・水道の共同検針
（検針効率化）

◆計画停電の回避
（遠隔アンペア制御機能の活用）

アグリゲータービジネス スマート（マイクロ）グリッド 新たなビジネスの提案
ｾﾝｻｰ ・人感，降雨

振動，温度
スマートメーターネットワークを

用いたビジネスの提案

電力ﾃﾞｰﾀ活用によるｻｰﾋﾞｽ

◆15分市場への対応

◆Ｂルート品質向上
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３．情報提供依頼（RFI）の実施内容 3

次世代スマートメーターシステムの開発に向け，通信新技術等を広く情報収集して調
達方法を選定し，公平な調達を行います。
 当社ホームページに技術情報提供依頼事項を公表し，次世代システムの実現に向け
た技術情報や概算費用について様々なベンダから広く情報提供を依頼します。

 情報提供いただく企業とは情報取扱に関する取り決めをした上で，当社から検討に
必要な詳細情報を提供します。

 提供いただいた技術情報は，拡張性・柔軟性や将来性等の技術要件やコスト面から
総合的に評価します。

 評価にあたり，既存システムで実現している高い品質を維持した次世代システムへ
の移行の実現方法も重視します。

通信部 FAN/WAN HES MDMS

今回のRFI範囲

計量部

通信システム

スマートメーターシステム

スマートメーター

社外システム託送
システム
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４．スマートメーターシステム開発スケジュール 4

 2021年12月にRFIを発出し，2022年3月までに評価を完了します。
 調達方法（RFP，競争入札，随意契約）は， RFIで確認した技術情報やコストをも
とに判断します。

 2022年度以降，RFI の結果を踏まえて詳細検討・開発を進め，2026年度の開発完
了を目指します。

2021
12月 1月 2月 3月

RFI ベンダー技術検討

RFI発出

ソリューション選定

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

通信システム

MDMS

託送システム

RFI 詳細検討
・調達

開発

開発

詳細検討・調達
（競争等）

開発詳細検討
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